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  問 費用曲線のシフト

 図のような費用曲線、需要曲線をもつ独占企業において、生産量と無関係に租税が課せ

られた場合の次のような記述のうち、正しいものはどれか。
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１ 平均費用曲線はそのままであるが、限界費用曲線は上へシフトするので、利潤は減少

 するが、生産量は変化しない。

２ 平均費用曲線と限界費用曲線はともに上へシフトするので、生産量も減少し利潤も減

  少する。

   

３ 限界費用曲線はそのままであるが、平均費用曲線が上へシフトするので、生産力は変

  化しないが、利潤は減少する。

４ 平均費用曲線と限界費用曲線はともにシフトするが、生産量、利潤はともに変化しな

  い。

５ 限界費用曲線が上にシフトするので、生産量が増加する。

                                                                                


